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安全性 

組込みシステムの安全には、考慮すべき多くの側面があります。安全なシステム開発への

総合的なアプローチでは、サイバーセキュリティ、人間工学、システムの完全性、環境要

因、その他多くの要素を十分に考慮し、結果として得られる製品に関連するリスクが許容

範囲内であることを保証します。 

セーフティバイデザイン、機能安全(FuSa)、および SOTIF(意図した機能の安全性)は、ソ

フトウェア開発者がシステムの安全に対して行う主な貢献を表します。 

セーフティバイデザイン（Safety by Design）とは何ですか? 

セーフティバイデザインとは、安全性の考慮をシステム、製品、プロセス設計の初期段階に

統合し、安全が設計理念の本質的部分となるようにするアプローチです。このアプローチ

には、安全要件を設計仕様に組み込むこと、徹底したリスクアセスメントを実施すること、

冗長性とフェイルセーフメカニズムを実装すること、関連する安全規約を遵守すること、が

含まれます。 

安全に関する懸念に最初から対処することで、セーフティバイデザインは信頼性を高め、

運用上のリスクを軽減し、システムまたは製品のライフサイクル全体にわたって安全パフォ

ーマンスを最適化することを目指します。 

航空電子機器の DO-178C規格は、その後に続いた機能安全規格(つまり、IEC 61508

およびその派生規格)とは異なる、セーフティバイデザインのアプローチについて説明して

います。 

機能安全（FuSa）とは何ですか？ 

国際電気標準会議(IEC)は、この問題に対して次のような定義をしています。 

「機能安全は、デバイスまたはシステムのリスクレベルを低減することを目指すものであ

る。[機能安全は]危害をもたらす可能性のある潜在的に危険な状態を特定し、インシデン

トの影響を回避または軽減する是正措置を自動的に使用可能にするものである。これは、

危険なイベントに対応する自動安全装置に依存するシステムまたはデバイスの全体的な

安全の一部である。機能安全は、潜在的に危険な状況に対応できる能動的システムに依

存している。」 

 

https://ldra.com/do-178/
https://ldra.com/iec-61508/
https://ldra.com/iec-61508/
https://www.iec.ch/safety
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IEC 61508 とその派生規格 

IEC 61508 「電気・電子・プログラマブル電子安全関連系の機能安全」は、開発ライフサイ

クル全体にわたって安全を管理するための包括的なフレームワークを提供します。このよ

うなシステムの開発全体に直接適用できることに加えて、これは基礎となる規格でもありま

す。つまり、さまざまな分野の固有の要件に対応するために、多くの業界固有の規格がこ

の規格から派生しています。これらのいくつかを以下に示します。 

 

セーフティバイデザインと機能安全の違いは何ですか? 

IECの機能安全の定義は、セーフティバイデザインと比較して、重点が微妙に異なります。 

セーフティバイデザインでは、開発者はシステムの重要性に応じた要求を満たすようにシ

ステムを設計・開発する必要があります。一方、機能安全規格では、開発者は開発された

https://ldra.com/iec-61508/
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システムがシステムの重要性に比例したレベルの完全性を備えていることを実証する必要

があります。 

セーフティバイデザインによるシステムは機能安全規格に準拠している可能性が高いです

が、セーフティバイデザインでなくてもそのような規格に準拠することは可能です。 

意図した機能の安全性(SOTIF)とは何ですか? 

意図した機能の安全性(SOTIF：Safety Of The Intended Functionality)は、システムの障

害や誤動作に関連する危険ではなく、システムの設計または環境が意図しない結果をも

たらす状況から生じる潜在的な危険に対処します。 

このような危険の例としては、予測できない要素との相互作用や予期しないユーザーアク

ションなどが挙げられます。SOTIFは、設計および開発段階でこれらのリスクを特定して

軽減し、機能の正確性だけでなく全体的な安全パフォーマンスを向上させることを目指して

います。 

意図した機能の安全性と機能安全の違いは何ですか? 

機能安全(FuSa)は、主に、障害や故障が発生した場合でも、システム内の安全関連機能

が正しく動作することを保証することに重点を置いています。意図した機能の安全性

(SOTIF)は、システムの意図した機能が正しく実行されているにもかかわらず危険な状況

につながる場合に発生するリスクに対処します。したがって、FuSa と SOTIFは補完的で

す。 

コーディング規約とは何ですか? 

安全関連のコーディング規約は、セーフティクリティカルなシステムにおいて、セーフティバ

イデザイン、機能安全、または SOTIF原則に従って開発されているかどうかに関係なく、

重要な役割を果たします。これらの規約は、ソフトウェアコードの信頼性、正しい動作の信

頼性、エラーや事故の発生可能性の低さを保証するためのガイドラインとベストプラクティ

スを提供します。これらの規約は、一般的なコーディングの欠陥を防ぎ、コード全体の品質

を向上させ、国際規格の要件への準拠を保証するのに役立ち、ソフトウェア開発ライフサ

イクル全体を通じて安全なプラクティスを促進する上で重要な役割を果たします。 

安全関連のコーディング規約の例は次のとおりです。 

• MISRA Cおよび MISRA C++ 

https://ldra.com/misra/
https://ldra.com/misra/
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• BARR-C 

• AUTOSAR C++ (最近 MISRA C++ に統合されました) 

• Joint Strike Fighter Air Vehicle C++ (JSF計画の F-35戦闘機に採用) 

 

航空宇宙および防衛における安全な組込みソフトウェア開発 

航空宇宙および防衛(多くの場合、A&D と略)という用語は、民間部門と軍事部門の両方

におけるさまざまな活動を網羅しています。この多様性にもかかわらず、安全にとって極め

て重要なソフトウェアに対する共通のニーズは統一されています。 

民間航空 

民間航空当局は、航空電子工学ソフトウェアの安全規格を適用することで、組込みシステ

ムのサイバーセキュリティの懸念に対処しています。この安全基準は、航空業界全体にわ

たって設計による安全性に対する総合的かつ一貫したアプローチを提供します。 

 

DO-178C に関連する様々な規格 

DO-178C/ED-12C は、すべての商用ソフトウェアベースの民間航空システムを承認する

ために認証機関が参照する主要な文書です。この文書はいくつかの文書によって補足さ

れており、その多くは特定の開発アプローチや技術の使用をサポートしています。サポート

文書の例は次のとおりです。 

https://ldra.com/barr-c/
https://ldra.com/standards-compliance/autosar/
https://www.stroustrup.com/JSF-AV-rules.pdf
https://ldra.com/aerospace-defence/
https://ldra.com/aerospace-defence/
http://my.ldrasoftware.co.uk/repository/whitepapers/LDRA_tool_suite_and_DO-178C_Technical_Briefing.pdf?_ga=2.157390074.1777572681.1682439793-1154013255.1627894695
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• DO-330/ED-215 : ソフトウェアツールの認定を扱う独立した文書 

• DO-331/ED-216 : モデルベース開発を扱う DO-178Cの補遺 

• DO-332/ED-217 : オブジェクト指向技術を扱う DO-178Cの補遺 

• DO-333/ED-218 : 形式手法を扱う DO-178Cの補遺 

• CAST-32A & A(M)C 20-193 : マルチコアプロセッサの使用に関連する固有の認定

課題に対処 

• AC 20-148 : 複数のシステム間で再利用することを目的としたソフトウェアを扱う 

 

防衛 

防衛装備品に関する安全基準は国ごとに異なります。 

• MIL-HDBK-516C ： 米国：「耐空証明基準」 

• MIL-STD-883E : 米国：「マイクロ回路の試験方法」 

• DEF STAN 00-55 : 英国：「防衛システムにおけるプログラマブル要素(PE)の安全

性に関する要件」 

• DEF STAN 00-56 ： 英国：「防衛システムの安全管理要件」 

また、EUや NATOなどによるものを含め、これらの国家規格を整合させるための取り組

みもいくつかあります。多くの場合、防衛ソフトウェア開発者は民間規格にも準拠する必

要があります。例としては、航空分野では DO-178C/ED-12Cおよび DO-278A/ED-

190D、地上車両分野では ISO 26262などがあります。  

 

自動車分野における安全な組込みソフトウェア開発 

自動車業界では、特に車両の自律化やネットワーク化が進むにつれて、車両内の電子シ

ステムの信頼性の高い機能に重点を置いたガイドラインを通じてソフトウェアの安全性が

確保されています。 

機能安全（FuSa） 

ISO 26262 – 自動車 － 機能安全は、 IEC 61508の派生規格です。自動車内の電気

および電子システムの機能安全を実現するための包括的なフレームワークを提供します。

https://ldra.com/documents/tool-qualification-do-330-technical-briefing/
https://resources.ldra.com/resources/model-based-development/
https://resources.ldra.com/resources/object-oriented-technology/
https://ldra.com/do-330/#DO10
https://ldra.com/documentviewer.php?file=CAST_32A-AMC-20_193TB_v1.pdf
https://resources.ldra.com/resources/ac-20-reusable-software-components/
https://daytonaero.com/wp-content/uploads/MIL-HDBK-516C-from-ASSIST.pdf
https://nepp.nasa.gov/docuploads/31ECBD46-FFA0-43AE-82C09A3B2B6FE26B/std883.pdf
https://s3-eu-west-1.amazonaws.com/s3.spanglefish.com/s/22631/documents/safety-specifications/def-stan-00-055-pt1-iss4-29apr16.pdf
https://s3-eu-west-1.amazonaws.com/s3.spanglefish.com/s/22631/documents/safety-specifications/def-stan-00-056-pt1-iss7-28feb17.pdf
https://eda.europa.eu/what-we-do/all-activities/activities-search/materiel-standardisation
https://nso.nato.int/nso/nsdd/main/list-promulg
https://ldra.com/do-178/
https://ldra.com/do-278/
https://ldra.com/do-278/
https://ldra.com/iso-26262/
https://ldra.com/automotive/
https://ldra.com/iso-26262/
https://ldra.com/iec-61508/
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製品開発ライフサイクル全体をカバーし、ソフトウェア集約型システムの安全性に対処する

ために自動車業界で広く使用されています。 

その他の機能安全規格は、ISO 26262 ガイダンスをさらに派生させて、より専門的なアド

バイスを提供します。たとえば、ISO 25119 (トラクターおよび農業機械)は、修正および簡

素化された ISO 26262 推奨事項(自動車の安全性)と ISO 13849 (機械類の安全性)を

組み合わせています。 

意図した機能の安全性（SOTIF） 

ISO/PAS 21448自動車 － 意図した機能の安全性は、自動車システムの意図した機能

の安全性(SOTIF)を扱っています。システムの適切な機能に関連する安全性の考慮事項

に焦点を当てており、具体的には、システムが意図したとおりに動作しても危険な状況に

つながる可能性があるシナリオに焦点を当てています。これは、特に自動運転車に関連し

ています。 

製造、プロセス、エネルギー分野における安全な組み込みソフト

ウェア開発 

産業機器およびエネルギー部門は、幅広いドメインの商用および生産活動をカバーしてい

るため、関連する規格が多数あります。これらは、一般的なものから非常に特殊なものま

で多岐にわたります。次のものが含まれます。 

• IEC 61508： 電気・電子・プログラマブル電子安全関連システムの機能安全 

• ISO 13849 : 機械類の安全性 － 制御システムの安全関連部 

• IEC 62061 : 機械類の安全性 － 安全関連の電気・電子・プログラマブル電子制御

システムの機能安全 

• IEC 60730 : 家庭用および類似の用途向けの自動制御 

• IEC 61511 : 機能安全 － プロセス産業分野の安全計装システム 

• IEC 61513 : 原子力発電所 － 安全上重要な計測制御 － システムに関する一般

的要件 

これらの機能安全規格は、すべて IEC 61508から派生しているため、多くの共通点があり

ます。たとえば、それらはすべて、安全ライフサイクル、リスク軽減、共通原因故障を考慮

する必要性を強調しています。 

https://www.iso.org/standard/80216.html
https://www.iso.org/standard/73481.html
https://www.iso.org/standard/77490.html
https://ldra.com/industrial-energy/
https://ldra.com/iec-61508/
https://ldra.com/standards-compliance/iso-13849/
https://webstore.iec.ch/en/publication/59927
https://ldra.com/login?dc=/wp-content/uploads/ldra/LDRA_tool_suite_and_IEC_60730_Technical_White_Paper_v2.0.pdf&sct=white-papers
https://webstore.iec.ch/publication/24241
https://webstore.iec.ch/publication/5532
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医療機器分野における安全な組込みソフトウェア開発 

電子医療機器のソフトウェアの安全規格には、主にリスク管理に関する ISO 14971や、

汎用コンピューティングプラットフォームで動作する医療ソフトウェア製品の安全とセキュリ

ティに重点を置いた IEC 82304-1などがあります。 

IEC 62304 － 医療機器－ソフトウェアライフサイクルプロセスは、組込みソフトウェア開発

者にとって最も重要な文書です。他の多くの安全に特化した機能安全規格と同様に、これ

は IEC 61508から派生したものです。 

FDA および欧州当局は、これらの規格がそれぞれの規制に準拠していることを示すもの

として認識しています。たとえば、IEC 62304および ISO 14971は、FDAのガイダンス文

書で頻繁に参照されており、欧州医療機器規則 European Medical Device Regulation 

(MDR) に基づいて整合されています。  

鉄道（GTS）分野における安全な組込みソフトウェア開発 

鉄道および GTS 業界では、クローズドな有線の分離ネットワークからオープンな相互接

続ネットワークへの進化により、新たな脅威が生まれています。 EN 50128および EN 

5012x シリーズ、その機能安全モデル、概念、およびそれが記述するリスク評価プロセス

は、IEC 61508 規格に基づくか、そこから派生したもので、鉄道固有の状況に合わせて調

整されています。さらに、鉄道安全指令および相互運用性指令では、欧州鉄道ネットワー

ク全体の安全性と相互運用性に関する必須要件を規定しています。 

欧州以外では、ソフトウェアの鉄道安全規格として、EN 50128 と同等の国際規格である

IEC 62279が含まれます。米国では、連邦鉄道局(FRA)と米国公共交通協会(APTA)が

鉄道安全に関するガイドラインと規格を提供しています。 

宇宙分野における安全な組込みソフトウェア開発 

宇宙分野に関わるリスクが高いことから、ソフトウェアの安全基準は非常に重要です。 

組込みソフトウェア開発に関する NASAのガイダンス文書は、規格（STD）と手順要件

（NPR：NASA Procedural Requirements）の 2つのグループに分かれています。NPRは

プロセスと管理の側面が NASAの目標と一致することを保証し、STDはそれらの目標を

達成するための技術およびエンジニアリングの規格を設定します。 NP 7150.2D ソフトウ

https://ldra.com/medical/
https://www.iso.org/standard/72704.html
https://www.iso.org/standard/59543.html
https://ldra.com/iec-62304/
https://ldra.com/iec-61508/
https://www.fda.gov/regulatory-information/search-fda-guidance-documents/content-premarket-submissions-device-software-functions
https://ldra.com/iec-62304/
https://ldra.com/iec-62304/#62304-8
https://eumdr.com/
https://eumdr.com/
https://ldra.com/en-5012x/
https://ldra.com/en-5012x/
https://ldra.com/iec-61508/
https://railroads.dot.gov/
https://eur-lex.europa.eu/legal-content/EN/TXT/?uri=CELEX:32016L0797
https://webstore.iec.ch/en/publication/22781
https://railroads.dot.gov/
https://www.apta.com/
https://ldra.com/space/
https://ldra.com/NPR7150-2D
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ェアエンジニアリング要件は、セーフティクリティカルな組込みソフトウェアの開発に最も直

接関連する文書です。 

さらに、欧州宇宙標準協会(ECSS)が発行する ECSS シリーズの規格は、要件定義、設

計、製造、検証、妥当性確認、保守など、宇宙ソフトウェアエンジニアリングのあらゆる側

面をカバーしています。これらの規格は、ミッションや安全を脅かす可能性のある故障を防

止するために、厳格なテスト、妥当性確認、リスク管理を重視しており、特に最も重要なシ

ステムのソースコードからオブジェクトコードへのトレーサビリティを重視しています。 

安全な組込みソフトウェアと LDRAツール 

さまざまな分野で提供されるアドバイスは、内容、詳細、成熟度が異なりますが、共通のテ

ーマも多数あります。これには次のものが含まれます。 

• 最初に、または各イテレーションの前に機能要件とセキュリティ要件を確立する 

• 開発のすべての段階にまで双方向に要件をトレースする 

• 安全な言語サブセットを使用する 

• 安全を重視したプロセス規格を遵守する 

• テストを自動化し、コードカバレッジ解析を実行する 

• 早めに頻繁にテストする 

• 認定された検証ツールを使用する 

LDRA ツールスイートを含む LDRAの検証支援ツールは、関連する安全規格への準拠、

およびコードの設計と検証に対する要件のトレーサビリティを求める開発チームが直面す

るオーバーヘッドを軽減するのに役立ちます。 

最初に要件を確立する 

要件が不明確であったり、文書化されていなかったりすると、コミュニケーションエラーにつ

ながり、やり直し、変更、バグ修正、セキュリティの脆弱性が生じる可能性があります。プロ

ジェクト開発をスムーズに進めるには、すべてのチームメンバーがすべての製品コンポー

ネントと開発プロセスについて共通の理解を持つ必要があります。この連携には、明確に

定義された機能要件とセキュリティ要件が不可欠です。 

V字モデルでの開発者にとって、これらの要件は通常、完全なシステムを定義しますが、

DevOpsのような反復プロセスでは、開発者は１回の繰返しの概要だけを記述することも

https://ldra.com/NPR7150-2D
https://ldra.com/ecss-series/
https://ldra.com/capabilities/object-code-verification/
https://ldra.com/products/ldra-tool-suite/
https://ldra.com/capabilities/devsecops/
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あります。いずれにしても、ソフトウェアは概念実証のために「知的モデリングクレイ」として

使用できますが、正式な開発プロセスでは、明確に定義された要件と、それらを満たすよう

に開発されたコードが含まれている必要があります。 

双方向のトレーサビリティを提供する 

IEEE標準ソフトウェアエンジニアリング用語集では、トレーサビリティを「開発プロセスの 

2つ以上の成果物、特に相互に先行-後続または主従関係を持つ成果物間で関係を確立

できる度合い」と定義しています。双方向トレーサビリティとは、トレーサビリティパスが前

方と後方の両方で維持されることを意味します。 

自動化によって、変化するプロジェクト環境でトレーサビリティを維持することがはるかに容

易になります。 

 

双方向トレーサビリティ 

前方トレーサビリティは、実装とテストを含む開発プロセスの各段階ですべての要件が反

映されていることを示します。要件の変更や失敗したテストケースの影響は、影響分析を

適用することで評価でき、その後対処できます。その結果として得られた実装を再テストし

て、双方向トレーサビリティの原則が継続的に遵守されているという証拠を提示できます。 

同様に重要なのは、指定された要件をまったく満たさないコードを強調表示する後方トレー

サビリティです。見落とし、ロジックの誤り、過度の機能追加、悪意のあるバックドアメソッド

の挿入はすべて、セキュリティの脆弱性やエラーを引き起こす可能性があります。 

LDRA ツールスイートの TBmanager コンポーネントによって実現される自動トレーサビリ

ティは、特に要件が変更された場合に進捗状況を追跡する上で非常に役立ちます。 

https://ldra.com/products/tbmanager/
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安全な言語のサブセットを使用する 

Cや C++での開発では、ソフトウェアの欠陥の約 80%が言語の約 20%の誤った使用に

起因していることが、長年の研究でわかっています。これに対処するために、開発者は問

題のある構造を禁止することで安全性とセキュリティの両方を向上させる言語サブセット 

(コーディング規約)を使用できます。 

MISRA Cや BARR-Cなどの規約を熱心に適用すると、より安全で高品質なコードが実現

される可能性が高くなります。大規模なコードベースにこのような規約を手動で適用するの

は現実的ではありません。ソースコードの「検査」を自動化するには、静的解析ツールが必

要です。 

この点で、 LDRAツールスイートの TBvisionや LDRArulesが提供する静的分析が役立

ちます。 

安全を重視したプロセス規約を遵守する 

安全性を重視した規約に従うことは、多くの場合賢明であり、必須です。LDRA ツールスイ

ートの TBmanager コンポーネントは、必要に応じて、セキュリティクリティカルな安全と機

能安全を同時に実現する開発者ワークフローを統合することもできます。 

 

TBmanager 

LDRAVaultは、TBmanager を補完するものです。これは、複数のプロジェクトにわたる膨

大な量のデータを処理できる、Webベースのエンタープライズレベルのアプリケーション認

https://ldra.com/products/ldra-testbed-tbvision/
https://ldra.com/products/ldrarules/
https://ldra.com/products/ldra-tool-suite/
https://ldra.com/products/ldra-tool-suite/
https://ldra.com/products/tbmanager/
https://ldra.com/products/ldravault/
https://ldra.com/products/tbmanager/
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証集約ツールです。ＬＤＲＡツールスイートのアドオンである LDRAVaultは、認証目的の

証拠となる成果物として使用するのに適したレポートと結果を自動的かつ安全に集約する

Web インターフェイスを提供します。例としては、コードレビュー、コードカバレッジ解析、ユ

ニットテストの結果などがあります。  

 

LDRAVault 

テストプロセスの自動化 

静的解析とは異なり、動的解析ではテスト対象のコードベースの一部またはすべてが実行

されます。 

LDRA ツールスイートは、ソフトウェアの品質を向上させ、安全関連規格への準拠を保証

するために設計されたさまざまな動的テスト機能を提供します。主要な動的テスト機能に

は、次のものが含まれますが、これらに限定されません。 

• ユニット、システム、および統合テスト : ホスト、ターゲット、シミュレータでの単体テス

トと統合テストを容易にするためのテストハーネスとドライバプログラムを生成 

• コードカバレッジ解析 : コードの未テスト部分を特定し、要件のトレーサビリティを実

証するための詳細なコードカバレッジメトリックを提供 

• データ結合と制御結合の解析 : 依存関係を最適化することを目的に、あるモジュー

ルの別のモジュールへの依存度を解析 

• 実行時間分析(WCET) ：干渉解析などマルチコアプロセッサのサポートを含む 

https://ldra.com/products/ldra-tool-suite/
https://ldra.com/products/ldra-tool-suite/
https://ldra.com/capabilities/unit-system-integration-testing/
https://ldra.com/capabilities/code-coverage-analysis/
https://ldra.com/capabilities/data-couplingcontrol-coupling/
https://ldra.com/capabilities/mcp/
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• ソースコードからオブジェクトコードへのトレーサビリティ ： コンパイラが開発者の意

図を忠実に再現する実行可能オブジェクトコードを生成したことを確認する手段 

これらの機能は、開発者が開発プロセスの早い段階で問題を特定して修正するのに役立

ち、ソフトウェアの全体的な信頼性とセキュリティを向上させます。 

早めに頻繁にテストする 

ここで説明するすべての安全関連のツール、テスト、および技法は、様々な開発ライフサイ

クルモデルで活用できます。ISO 26262の V字モデル図では、これらが標準で説明され

ているプロセスとほぼ類似しており、補完的であることを示しています。各技法は、できる

だけ早く活用されるように設計されています。これは、早期に特定された問題が最も簡単

に修正できるためです。 

同じ原則は他のプロセスモデルにも同様に当てはまり、自動車業界では DevOps、スパイ

ラル、アジャイル、スクラムなどの反復プロセスモデルが特に人気があります。 

 

ISO 26262 V字モデルでの各種テスト手法とツール 

https://ldra.com/capabilities/object-code-verification/
https://ldra.com/iso-26262/
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認定された検証ツールを使用する 

「ツール認定」とは、ツールエラーがシステムの安全性に影響を与えるリスクが許容できる

ほど低いことを保証するように設計されたプロセスを表す一般的な用語です。エラーが少

ないか、またはエラーが安全性に影響を与えないことです。ほとんどの機能安全規格で

は、ツールの用途とツールがデプロイされる環境を考慮してツール認定を達成する必要性

について言及しています。 

航空電子工学の世界（特に DO-178C と DO-278A）では、文書 DO-330に詳細に記述さ

れているツール認定プロセスが、ほとんどのプロジェクトに適用できます。実際には、これ

は通常、ツールプロバイダーのサポートによって実現されます。たとえば、TQSP

は、 LDRA ツールスイートで使用できるオプションです 。各 TQSPモジュールは、プロジェ

クト固有の環境で検証ツールとして使用するために LDRA ツールスイートを認定するプロ

セスを簡素化するための成果物とガイダンスを提供します。  

ISO 26262 を除き、 IEC 61508 とその派生規格では、極めて重要なシステムについては

ツール認定を取得する必要があると言及されているだけです。そのため、多くの開発者

は、自動車および航空電子工学分野以外では、ガイダンスとして ISO 26262または DO-

330 を参照しています。この課題を認識し、DO-330は、分野に関係なく適切なガイダンス

を提供できるように意図的に設計されています。 

SGS TÜV SAAR と TÜV SÜD は、どちらも独立した認証機関であり、LDRAの開発とテ

ストの実践を評価し、LDRAツールスイートが安全関連のソフトウェア開発で使用するのに

適格であると確認する証明書を発行しています。LDRA ツールに対する TÜV認証は、

IEC 61508およびその派生規格に準拠したプロジェクトへの適合性を十分に保証するも

のです。 

 

 

この記事は https://ldra.com/safety/ をベースに日本語化したものです。 

富士設備工業株式会社 電子機器事業部 

https://www.fuji-setsu.co.jp  

https://ldra.com/do-178/
https://ldra.com/do-278/
https://ldra.com/do-330/
https://ldra.com/products/tool-qualification-support-packs-tqsp
https://ldra.com/products/tool-qualification-support-packs-tqsp
https://ldra.com/products/ldra-tool-suite/
https://ldra.com/iec-61508/
https://ldra.com/do-330/
https://ldra.com/do-330/
https://ldra.com/documents/tuv-saar/
https://ldra.com/documents/tuv-sud/
https://ldra.com/safety/
https://www.fuji-setsu.co.jp/

